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Ⅵ 幼・保等 、小 、中連携の推進
１ 幼・保等、小、中連携ステップの推進状況について

今年度は、 月当初の熊本地震により、幼・保等、小、中の連携の計画を例年とは4
大きく変更せざるを得ない学校も多かったのではないかと思います。

そのような中、全小・中学校にキッズウィークの取組に参加していただきました。

午後１０時前就寝についても取り組まれたことと思いますが、残念ながら、昨年度よ

りもできている子どもたちの割合が低下しています。

午後１０時前就寝については、特に学校だけでなく、家庭の協力がなくてはなりま

せん。熊本地震の後だからこそ、日常の規則正しい生活を行うことが、子どもたちの

安心できる生活を取り戻すことにつながります。根気よく取り組んでいきましょう。

(1) 幼・保等、小、中連携ステップについて

下の表は、県教育委員会が示している幼・保等、小、中の連携のステップです。自校の

ステップの進捗状況について確認し、更なるステップアップをめざしましょう。

子ども同士の交流だけに終わらず、中学校３年生までを見通し、系統立てた連携カリキ

ュラムを見直し・改善しつつ、活用していきましょう。

この他、熊本県教育委員会ホームページには 「つなぎ はぐくむ くまもとの幼・保、

連携Ｑ＆Ａ （平成２２年３月）など、多くの資料が掲載されています。是非、御活用く」

ださい。

自校の取組の状況をチェックしてみましょう。
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２ 平成２８年度就学前教育振興・充実に係る実態調査の結果から


